
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

多くの市民に市政情報を届けるため、短尺動画等の親しみやすいコンテンツにより発信する広報課のインスタグラムアカウントを新規開設し、市
民と情報共有を図る手段を拡充した。

来年度以降の方
向性

市民主体のまちづくりを進めるためには、未来志向の意識醸成を図り、市民が自分事として捉えることが重要であることから、さまざまな広報媒体
の活用や多方面からの伝え方を工夫して、市民と情報共有を図っていく。また、市民のみならず、国内外に向けて、街の魅力を広く発信する。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

令和６年度において成果指標が目標値を下回ったため、今後庁内連携や官民一体となった取組み、各種イ
ベント等の機会を通して、市民が魅力を伝えたいと思う街にするべく取り組んでいきたい。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

42.3 45 42.9 50 51.5 53

↓

アウトカム
成果指標1

札幌の魅力や好きなところに関する情報を他の人に伝えたり、
広め

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

4 2 3 3 3 3

人工

指標

アウトプット
活動指標1

イベント出展回数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

4.75 人工

令和7年度予算額 23,834 千円 うち特定財源 5,000 千円 正規職員業務量 4.85

正規職員業務量 4.75 人工

令和6年度決算額 28,438 千円 うち特定財源 3,300 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 7 人工

令和6年度予算額 25,199 千円 うち特定財源 5,000 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

共生社会の実現や持続可能で魅力あるまちづくりの実現に向けた市民の意識醸成を図り、市政情報や街の魅力について市民
との情報共有を進めるとともに、市民の札幌への愛着心を育み、市民が主体となったまちづくりを進めていきたい。

他都市の状況

報道機関への情報提供は、他指定都市でも同様に実施している。

市民参加の実施

令和5年度決算額 91,951 千円 うち特定財源 5,000

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

①共生社会や魅力あるまちづくりの実現に向けては、市民がまちづくりを自分事として捉えることが重要であることから、さまざ
まな広報媒体の活用や多方面からの伝え方を工夫して、まちへの愛着心を醸成し、市民と情報共有を図ることが必要である。
②報道機関（新聞・テレビ・ラジオなど）を通じた市民への情報提供は、即時性があり、伝達範囲も広いことから、非常に広報効
果が高く、市民との情報共有が重要度を増す中で、必要性は一層高まっている。

事業内容
（何を実施し）

①各種メディアによる広報・魅力発信
・共生社会の実現等に向け、年間１２回の地域情報誌への記事広告掲載やまちづくりの重要概念を周知するための各種取組
を行うことで、市民主体のまちづくりの機運を醸成する。
・サッポロスマイルを活用したプロモーション（グッズ配布や公式ＳＮＳの運営管理等）を行うことで、市民のまちへの愛着心醸成
を図る。
②報道機関への情報提供
・記者会見（定例２０回（市政記者クラブ主催）、臨時１回（札幌市主催））や報道機関への説明会（記者レク　１３回）、プレスリ
リース（１４６３件）を実施。

事業名 クロスメディア広報費

評価担当課 所   属 総）広報部　広報課 電話番号 011-211-2036

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 38788


